



















る“target child”と比較して授業研究における抽出児の特徴を明らかにしている（田上 2008 ）。諸外






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実践者として個人的な反省をすれば、本研究で取り上げた実践は今から 20 年前のものである。Ⅶ－ 1
の中でも触れたが、戦後、社会科、家庭科に次いで新設された生活科は誕生してから既に 30 年近くが
経過した。平成 10 年度の学習指導要領の改訂時には「目標」表記の一部や「内容」が再構成（学年別
に 12 項目あったものが 1、2年合わせて 8項目に）されたり、続く平成 20 年度の学習指導要領の改訂
時には内容が 1項目増えて 9項目になったりと見直しが続いている。
時代と共に、目標や内容が見直され変化していくのは当然であるが、生活科が新設された経緯の中に
読み取れる「子どもの発達段階に即して、一人ひとりの子どもの学び、育ちを支えていく」教科として
の特質は、今後も生活科が生活科である以上変わらない。
そうした思いから改めて 20 年前の実践を読み解くと、荒削りの感は否めないものの、生活科の特質
を踏まえながら、子ども一人ひとりに寄り添った実践であったと自負している。
そしてこの実践を通じて「生活科授業における選出児の役割について」の考察に迫ることができたと
実感している。
今後は、新しい学習指導要領の中で生活科がどう変容しているのかを探り、その中で一人ひとりの子
どもの学び、育ちを支える生活科授業の在り方について研究を進めていきたい。
選出児あるいは抽出児に関する研究は多い。これらの先行研究の分析は、具体的な選出児の事例分析
を通した理論的な考察が必要である。残された課題である。
ⅠとⅧを水野と的場が共同で構想し、執筆した。Ⅲ̶Ⅶは水野が単独で執筆した。
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